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者
と
一
緒
に
開
発
し
た
。
ア
ス

ベ
ス
ト
は
ガ
ラ
ス
に
似
た
化
学

組
成
を
し
て
い
る
。
原
子
力
分

野
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
ガ
ラ
ス
固
化
の
経
験
か
ら
、

廃
材
は
水
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

し
、
飛
散
性
を
防
ぎ
減
容
さ
せ

る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
融
点
は
１

５
０
０
度
く
ら
い
で
非
常
に
高

い
。
排
気
ガ
ス
の
問
題
が
出
な

い
よ
う
電
磁
誘
導
加
熱
方
式
を

使
っ
て
溶
融
す
る
。
水
冷
処
理

す
る
と
全
部
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な

形
状
に
な
る
。
安
全
に
無
害
化

で
き
、
環
境
と
か
人
体
へ
の
影

響
問
題
を
飛
躍
的
に
改
善
で
き

る
。
し
か
し
現
行
法
上
で
は
、

現
場
で
の
無
害
化
処
理
法
は
認

可
が
下
り
て
い
な
い
。
良
い
も

の
は
国
も
き
ち
ん
と
評
価
し
、

法
改
正
し
て
使
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

却
水
を
か
け
な
が
ら
切
断
す
る

が
、
切
断
水
に
は
高
濃
度
の
浮

遊
物
や
鉱
物
油
が
含
ま
れ
て
い

る
。
排
水
基
準
に
対
し
浮
遊
物

は
１
０
０
０
倍
、
有
機
物
の
ノ

安
全
研
究
と
し
て
は
、
万
一
の

事
故
を
想
定
し
非
常
な
高
温
状

態
を
つ
く
り
出
す
研
究
の
応
用

や
、
水
中
の
不
純
物
が
気
泡
表

面
近
く
に
濃
縮
す
る
こ
と
か

ら
、
水
の
浄
化
研
究
も
始
め

た
。　

　

そ
の
発
展
形
と
し
て
、
非
営

利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
と
一
緒
に

研
究
開
発
し
た
の
が
「
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
切
断
水
の
無
害
化
処
理

シ
ス
テ
ム
」
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
道
路
の
改
修
工
事
で
は
冷

ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
抽
出
物
質
は

６
０
０
倍
な
ど
非
常
に
高
い
。

切
断
水
を
回
収
し
て
凝
集
沈
降

剤
を
用
い
て
「
固
液
分
離
」
す

る
。
ろ
過
水
は
切
断
用
に
再
利

用
で
き
、
固
形
物
は
燃
焼
し
て

有
機
成
分
を
飛
ば
せ
ば
再
生
セ

メ
ン
ト
と
し
て
使
え
る
。
自
治

体
で
導
入
を
検
討
中
で
、
や
が

て
全
国
展
開
で
き
る
と
思
う
。

　

も
う
一
つ
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト

可
搬
型
溶
融
無
害
化
処
理
シ
ス

テ
ム
」
。
解
体
業
者
や
溶
接
業

求
さ
れ
る
学
問
だ
。
私
は
原
子

炉
工
学
研
究
所
で
軽
水
炉
の
高

度
化
、
そ
の
た
め
の
計
測
技

術
、
核
燃
料
物
質
の
安
全
輸
送

な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

の
利
用
率
が
20
％
に
高
ま
り
、

１
０
０
０
年
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
確
保
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

原
子
力
工
学
は
、
個
々
の
要

素
技
術
だ
け
で
な
く
シ
ス
テ
ム

全
体
を
考
え
安
全
性
を
考
慮
す

る
、
最
初
か
ら
完
ぺ
き
さ
が
要

　

電
力
は
、
産
業
と
国
民
の
文

化
的
生
活
の
基
盤
で
あ
る
。
地

球
環
境
と
の
調
和
、
安
定
供
給

と
安
価
な
供
給
が
欠
か
せ
な

い
。
原
子
力
発
電
は
日
本
の
総

発
電
量
の
約
30
％
を
賄
い
、
化

石
燃
料
の
需
要
軽
減
、
価
格
安

定
化
に
も
寄
与
し
て
き
た
。
ウ

ラ
ン
の
核
分
裂
に
よ
っ
て
熱
を

つ
く
っ
て
発
電
す
る
。
同
時
に

燃
料
と
な
り
得
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
生
産
で
き
、
高
速
増
殖
炉

が
本
格
的
に
導
入
で
き
る
時
代

に
な
れ
ば
、
現
在
の
軽
水
炉
で

は
１
％
程
度
し
か
な
い
ウ
ラ
ン

係
争
地
に
居
住
す
る
住
民
の
生

活
現
状
の
重
視
な
ど
は
、
交
渉

を
促
進
す
る
上
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
係
争
地
に
関
し

て
は
総
面
積
２
３
２
・
１
平
方

㌔
㍍
を
両
国
が
ほ
ぼ
半
々
に
分

け
合
う
形
で
決
着
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
過
程
か
ら
領
土
的
係

争
問
題
の
解
決
に
際
し
て
得
ら

れ
る
教
訓
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

①
双
方
に
係
争
地
を
含
め
国
境

画
定
に
向
け
た
強
い
意
思
が
存

在
す
る
こ
と
②
双
方
に
納
得
が

い
く
形
で
解
決
が
図
ら
れ
る
こ

と
③
住
民
の
生
活
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
④
国
境

線
画
定
の
先
に
何
を
見
据
え
る

の
か
│
│
な
ど
の
諸
点
で
あ
ろ

う
。

相
互
に
対
等
な
存
在
（
パ
ー
ト

ナ
ー
）
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

た
点
に
あ
る
と
い
え
る
。 

ま

91
年
以
降
、
国
境
地
帯
は
危
険

な
閉
鎖
さ
れ
た
場
か
ら
、
次
第

に
平
和
な
自
由
往
来
の
場
へ
と

変
貌
（
へ
ん
ぼ
う
）
を
遂
げ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
可
能
に

し
た
大
き
な
背
景
は
、
両
国
が

と
も
に
自
国
の
経
済
発
展
を
優

先
し
、
そ
の
た
め
に
は
近
隣
諸

国
と
の
関
係
の
安
定
を
重
視
す

る
と
い
う
点
で
近
似
し
た
路
線

を
採
用
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は

た
、
陸
上
国
境
画
定
に
関
し
て

は
、
交
渉
の
過
程
に
お
い
て
提

起
さ
れ
た
一
連
の
方
針
、
す
な

わ
ち
清
仏
間
の
国
境
画
定
条
約

（
１
８
８
７
年
、
１
８
９
５

年
）
と
そ
れ
に
依
拠
し
て
設
置

さ
れ
た
境
界
碑
を
基
礎
と
す
る

こ
と
や
、
係
争
地
に
お
け
る
国

境
線
画
定
に
際
し
て
の
「
相
互

理
解
と
譲
り
合
い
の
精
神
」
に

基
づ
く
交
渉
や
「
公
平
か
つ
合

理
的
な
解
決
方
法
」
の
模
索
、

両
国
は
国
境
碑
の
設
置
を
完
了

し
、
１
４
５
０
㌔
㍍
に
及
ぶ
陸

上
国
境
線
全
線
を
画
定
し
た
。

の
両
国
関
係
正
常
化
を
経
て
、

99
年
末
に
は
地
図
上
で
国
境
線

を
画
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

（
中
越
陸
上
国
境
画
定
条

約
）
。
そ
の
後
２
０
０
９
年
に

　

陸
上
国
境
を
有
す
る
国
家
間

で
は
、
国
境
地
帯
の
安
定
と
中

央
政
府
間
の
関
係
と
は
密
接
な

相
互
作
用
の
も
と
に
あ
る
。
中

国
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
間
で
は
、

１
９
５
０
年
の
外
交
関
係
樹
立

以
降
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て

国
境
未
画
定
状
態
が
長
く
続
い

た
。
こ
れ
に
、
中
央
政
府
間
の

対
立
が
重
な
っ
て
、
79
年
に

は
、
国
境
地
帯
に
お
け
る
武
力

衝
突
（
中
越
戦
争
）
の
発
生
を

み
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、
91
年

ゼ
阻
害
薬
、
Α
β
ワ
ク
チ
ン
療

法
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
免
疫
療

法
も
あ
り
、
抗
体
を
外
か
ら
入

れ
る
方
法
が
、
う
ま
く
行
き
つ

つ
あ
る
。
た
だ
、
抗
体
療
法
で

ア
ミ
ロ
イ
ド
が
消
え
た
患
者
さ

ん
で
も
、
痴
呆
症
状
が
よ
く
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
異
常
た

ん
ぱ
く
沈
着
以
前
の
神
経
細
胞

の
機
能
回
復
を
標
的
と
し
た
早

期
治
療
の
必
要
性
は
高
く
、
今

後
の
戦
略
と
な
ろ
う
。
た
ん
ぱ

く
質
の
構
造
変
化
と
か
、
分
解

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
治
療
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

世
間
常
識
と
違
い
脳
の
委
縮

と
認
知
障
害
の
対
応
関
係
は
厳

密
で
は
な
く
、
１
回
の
写
真
で

は
な
く
経
過
を
追
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
起
き
て
い
る
時
は

ア
ミ
ロ
イ
ド
の
分
泌
が
多
く
、

寝
る
と
減
る
ら
し
い
。
睡
眠
は

よ
く
と
る
方
が
脳
の
た
め
に
良

い
。

１
と
い
う
新
し
い
た
ん
ぱ
く
と

結
合
す
る
こ
と
を
発
見
。
そ
の

結
果
、
神
経
伝
達
物
質
の
受
容

体
の
機
能
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と

を
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
の
モ

デ
ル
で
証
明
し
た
。
神
経
細
胞

の
回
路
を
つ
な
ぐ
シ
ナ
プ
ス
伝

達
異
常
が
起
こ
る
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
で
も
同
様
で
、
学
習

の
は
神
経
細
胞
の
機
能
障
害
。

異
常
構
造
の
た
ん
ぱ
く
が
沈
着

す
る
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
理

的
な
た
ん
ぱ
く
と
結
合
し
、
そ

れ
ら
の
機
能
を
阻
害
す
る
。

　

私
た
ち
は
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

病
な
ど
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ
ン
病
の

原
因
た
ん
ぱ
く
が
、
Ｐ
Ｑ
Ｂ
Ｐ

能
力
の
低
下
、
忘
却
の
促
進
に

つ
な
が
る
。

　

治
療
に
つ
い
て
は
「
ア
リ
セ

プ
ト
」
と
い
う
薬
が
あ
る
。
脳

全
体
の
活
動
を
上
げ
る
こ
と

で
、
脳
機
能
を
よ
く
し
て
い
る

薬
だ
。
い
ま
期
待
さ
れ
て
い
る

も
の
に
は
β
γ
の
セ
ク
レ
タ
ー

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
神
経
細
胞
が
死
ん
で
症

状
が
出
る
と
思
わ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
が
違
う
と
い
う
こ
と

も
分
か
っ
て
き
た
。
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
た
わ
け

だ
。
神
経
細
胞
死
は
必
ず
し
も

症
状
の
前
に
起
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
症
状
の
前
に
あ
る

患
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
だ
。
症
状

の
面
で
は
、認
知
症
、運
動
障
害

な
ど
を
主
体
に
、
緩
慢
で
進
行

性
の
経
過
を
た
ど
る
。
脳
に
沈

着
す
る
異
常
た
ん
ぱ
く
や
、
そ

の
代
謝
に
か
か
わ
る
た
ん
ぱ
く

を
コ
ー
ド
す
る
遺
伝
子
の
変
異

が
神
経
変
性
の
原
因
と
な
る
こ

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
を
含
む
神
経
変
性

疾
患
に
つ
き
、
疾
患
概
念
や
治

療
戦
略
が
最
近
か
な
り
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た

い
。　

　

代
表
疾
患
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
は
、
病
理
学
的
な
特
徴
と

し
て
脳
に
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
」
と

い
う
た
ん
ぱ
く
が
沈
着
し
て
く

る
。
こ
の
ほ
か
の
神
経
変
性
疾

患
に
お
い
て
も
、
い
ず
れ
も
脳

の
中
に
異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
が

沈
着
し
て
く
る
。
つ
ま
り
異
常

た
ん
ぱ
く
の
沈
着
が
、
こ
の
疾

Ｐ
Ｂ
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
、

成
長
率
が
利
子
率
よ
り
高
い
と

国
債
残
高
の
対
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
が
減
少
し
、

「
成
長
な
け
れ
ば
安
心
な
し
」

の
一
つ
の
根
拠
に
な
る
。
し
か

し
こ
の
と
き
、
黄
金
律
か
ら
外

れ
て
非
効
率
と
な
る
。

 

　

逆
に
い
う
な
ら
ば
、
非
効

率
ゆ
え
に
国
債
が
存
続
し
う
る

余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。
資
本

の
過
剰
蓄
積
と
な
っ
て
し
ま
う

分
を
国
債
保
有
に
向
か
わ
せ
れ

ば
、
国
債
が
い
た
ず
ら
に
経
済

を
不
安
定
化
さ
せ
る
存
在
で
な

く
、
経
済
の
中
で
う
ま
く
共
存

し
て
い
く
。
人
々
の
資
産
の
運

用
先
に
な
り
、
非
効
率
性
も
解

消
す
る
な
ら
ば
、
日
本
経
済
に

と
っ
て
決
し
て
悪
い
わ
け
で
は

な
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら

は
、
国
債
自
体
の
残
高
は
あ
ま

り
問
題
に
す
べ
き
で
は
な
い
。

た
め
の
投
資
も
増
え
、
消
費
に

回
せ
な
く
な
る
の
で
、
バ
ラ
ン

ス
が
問
題
に
な
る
。
「
資
本
の

限
界
生
産
性
」
は
「
実
質
利
子

率
」
と
も
解
釈
さ
れ
る
の
で
、

結
局
、
利
子
率
と
の
相
対
関
係

で
成
長
率
が
高
い
と
、
資
源
配

分
上
は
非
効
率
に
な
っ
て
し
ま

う
。

が
増
え
方
は
徐
々
に
減
っ
て
い

く
。
追
加
的
な
資
本
投
入
に
よ

る
増
分
で
あ
る
「
資
本
の
限
界

生
産
性
」
が
成
長
率
に
等
し
い

時
に
、
最
大
化
の
目
的
が
達
成

さ
れ
、
こ
の
条
件
を
「
黄
金

律
」
と
い
う
。
成
長
率
が
高
い

と
そ
の
分
均
斉
的
成
長
を
保
つ

　

次
に
財
政
赤
字
を
考
え
る
。

年
々
の
税
収
が
政
府
支
出
を
上

回
っ
て
い
る
分
が
基
礎
的
財
政

収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
＝
Ｐ
Ｂ
）
で
、
日
本
は
赤
字

基
調
で
、
そ
れ
に
国
債
の
利
払

い
分
を
足
し
た
も
の
が
新
し
く

国
債
の
増
発
分
に
な
る
。
仮
に

働
力
の
都
市
圏
へ
の
大
量
移
動

や
、
大
き
な
産
業
構
造
の
シ
フ

ト
を
伴
っ
た
が
、
現
在
の
日
本

は
ほ
ぼ
均
斉
的
成
長
に
達
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

均
斉
的
成
長
下
で
１
人
当
た

り
の
消
費
を
最
大
化
す
る
こ
と

を
考
え
る
。
資
本
や
労
働
を
投

入
す
る
と
、
生
産
量
は
増
え
る

率
が
全
部
同
じ
に
な
る
状
態
を

「
均
斉
的
成
長
」
と
い
う
。
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
資
本
蓄

積
を
進
め
、
最
終
的
に
均
斉
的

成
長
経
路
に
収
れ
ん
す
る
。
現

在
の
中
国
、
新
興
工
業
国
な
ど

は
ま
だ
均
斉
的
成
長
で
は
な

い
。
日
本
の
高
度
成
長
期
も
労

　

「
成
長
な
く
し
て
安
心
な

し
」
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
い
る
。
経
済
成
長
率
は
高
け

れ
ば
高
い
ほ
ど
望
ま
し
い
の

か
？ 

経
済
成
長
の
源
泉
と
し

て
資
本
や
労
働
と
い
っ
た
生
産

要
素
の
投
入
と
、
技
術
進
歩
に

よ
る
貢
献
部
分
が
あ
る
。
ま
た

環
境
汚
染
な
ど
マ
イ
ナ
ス
面
も

あ
る
が
、
生
産
要
素
の
投
入
部

分
に
限
定
す
る
と
し
て
、
最
適

な
成
長
率
が
存
在
し
、
そ
れ
を

超
え
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。

　

長
期
の
状
態
で
生
産
、
資

本
、
労
働
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長

M　11/11　日経ユニバーシティー・コンソーシアム　四大学連合文化講演会　15段 1割　1校　企画部・澤田　企画制作G・吽野　制作・企画部企画制作G

　最新の研究活動が社会のニーズに応えて、どう成果を上げているか。国際競争に耐えうる研究教育体
制を目指す４大学連合（東京医科歯科大学・東京外国語大学・東京工業大学・一橋大学）は、昨年に続
いて第５回文化講演会「環境・社会・人間における『安全・安心』を探る─安全で安心の出来る社会
─」（日本経済新聞社共催）をこのほど東京・一ツ橋の一橋記念講堂で開催した。各大学の研究所４氏
がそれぞれの専門分野に基づき①地球環境と原子力─基盤研究から身近な環境技術開発へ─②成長なけ
れば安心なしか？③国境の安定がもたらす人間の『安全・安心』：中国・ベトナム国境を事例に④神経
変性概念のパラダイムシフトと治療戦略──の各テーマで学術研究の最前線を解説した。

企画：４大学連合附置研究所
 東京医科歯科大学　生体材料工学研究所、難地疾患研究所
 東京外国語大学　アジア・アフリカ言語文化研究所
 東京工業大学　資源化学研究所、精密工学研究所、応用セラミック研究所、原子炉工学研究所
 一橋大学　経済研究所
後援：御茶の水会、東京外語会、蔵前工業会、如水会

地
球
環
境
と
原
子
力
│
│
基
盤
研
究
か
ら
身
近
な
環
境
技
術
開
発
へ
│
│

地
球
環
境
と
原
子
力
│
│
基
盤
研
究
か
ら
身
近
な
環
境
技
術
開
発
へ
│
│

東
京
工
業
大
学
原
子
炉
工
学
研
究
所
長

有
冨 

正
憲
氏

国
境
の
安
定
が
も
た
ら
す
人
間
の「
安
全・安
心
」

　
〜
中
国・ベ
ト
ナ
ム
国
境
を
事
例
に

国
境
の
安
定
が
も
た
ら
す
人
間
の「
安
全・安
心
」

　
〜
中
国・ベ
ト
ナ
ム
国
境
を
事
例
に

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
長

栗
原 

浩
英
氏

成
長
な
け
れ
ば
安
心
な
し
か
？

成
長
な
け
れ
ば
安
心
な
し
か
？

一
橋
大
学
経
済
研
究
所　

教
授

浅
子 

和
美
氏

神
経
変
性
概
念
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
治
療
戦
略

神
経
変
性
概
念
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
治
療
戦
略

東
京
医
科
歯
科
大
学
難
治
疾
患
研
究
所
神
経
病
理
学
分
野　

教
授

岡
澤 

均
氏

安
全
性
追
求
す
る
原
子
力
工
学

水
浄
化
と
ア
ス
ベ
ス
ト
に
応
用

国
境
画
定
で
自
由
往
来
の
場
に

中
越
の
係
争
解
決
か
ら
４
教
訓

神
経
変
性
疾
患
の
治
療
が
進
化

原
因
た
ん
ぱ
く
質
の
研
究
が
鍵

経
済
は
均
斉
的
成
長
に
収
れ
ん

利
子
と
成
長
率
は
均
衡
状
態
に

企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局広　告


